
主催 NPO法人子どもの虐待防止ネット・にいがた 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆対 象：市町村の要保護児童対策調整機関職員、小中高校の教諭、養護教諭、幼稚園教諭、保育士、 

児童養護施設の職員、医師、保健師、看護師など、子どもに関わる医療・保健・福祉等の専門 

職の方や、この内容に関心のある方すべて 

☆定 員：40名（先着順）※定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

☆日 時：令和６年９月８日（日曜日） ９時～１８時２０分予定（受付：８時４５分～） 

☆場 所：会場：長岡市医師会館(新潟県長岡市寺島町６５３番地）℡０２５８−２２−５６００ 

☆受講料：一人 9,000円 （テキスト、受講証明書代含む） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※振込先等の詳細はお申込み受付後に、メールにてお知らせいたします。 

※お問い合わせは、NPO法人子どもの虐待防止ネット・にいがた 担当：草間 

〒９４０−００７１ 新潟県長岡市表町４−１−３ 草間医院内 

℡：０９０−３２４１−６２３９（草間） mail：capni@mac.com 

令和６年度 子どもを守るパズルの１ピースとして子ども虐待に対応する 

性虐待初期対応 

RIFCR™(リフカー)研修のご案内 
RIFCR™（リフカー）は、アメリカ・ミネソタ州に「子どもの福祉を最優先に」を基本理念に設立され 

た子ども虐待評価・研修センターのコーナーハウスが開発したプロトコルです。 

そのコーナーハウス認定トレーナーチームによる研修が開催されます。是非ご受講ください！ 

子どもの性虐待の理解と初期対応、話の聞き取り方を学ぶ 
～子どもたちのことで何か心配なことに気づいたら～ 
「この子、誰かに暴力を振るわれているんじゃない？」「あの子、誰かから性的な被害を受けているんじゃない？」
「いじめにあっているんじゃない？」など、子どもたちに何か心配なことを感じたとき、私たちはどうすればよいのでし
ょうか？ 被害児を守るためには、第一発見者が最小限のことだけを聞いて、適切な機関につなげることが大切で
す。そのために、子どもたちから何をどのように聞くべきなのか、また、通告・通報後に実施される司法面接で、彼ら
に被害事実の詳細を語ってもらうためには、最初の聞き取りの際、どんなことに気をつけなければならないのかを
知っていただくのが RIFCR 研修です。 

プログラムの内容 
＊子どもは性虐待をどのように経験するのか 
＊虐待を打ち明けるプロセス 
＊性的発達 
＊日本の児童保護制度 
＊RIFCR (リフカー)プロトコル 

☆参加申込み：申込みフォームからお申込みください。 
申込みフォーム二次元バーコード → 

※二次元バーコードにて申込みができない場合は下記 TEL までご連絡ください。 
※お申込み受付後、一週間以内にメールを送信します。 
メールが届かない場合もお手数ですが、下記までご連絡ください。 

  ※ご入金は、メール受信後、一週間以内にお願いいたします。ご入金の確認をもって 
「受付証メール」を発行します。なお、一旦入金された受講料が返金いたしません 

    ので、予めご了承ください。 
☆お申込み締切日 ： ８月２３日（金曜日） 




